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1.は じ め に

1965年11月 上旬に山口県水産種苗センターか ら購入移 殖した4万 余mの ワカメ種

苗が ・移殖後1週 間か ら1ケ 月の 間に亘?て ・殆ん どの幼芽が脱落するという被害を生じ

たので・その状況を報告する。なお ・原因調査を目的としたのではあるが,移 殖前後の環

境状件や輸送中の 水質・物理的衝撃,並 びに移殖前後の紐胞の生理学的観察な どの調査は

全くなされていないので,そ の追求は出来なかつた。

また,こ のような現象が宮城県方面でも発生し"芽 落ち"と 呼ばれているようであるが,

この“芽落ち”と 本県で生じた現象が類似の ものか否かは明らかでない。

2.経 過

山 口産 種 苗の 輸 送 は11月5日16時 ～20時 に荷 造 積荷 して21時 頃 出発,輸 送 の所

用 時間 は最 短 部 で3'時 間 ・最 長11時 間 く らい を要 した。 荷 造 りは約50×25emの ポ リ

袋 に1/2》2/3の 海 水 と種 糸400～500鰐 を入 れ,袋 は藁 を敷 い た:魚箱 に入れ て,

さ らに 藁 を 敷い た小 型 三輪 車に 重 ね 積 み して 全 量4万 余mを2台 で 輪送 しrfO輸 送 後 は直

ちに仮 垂 下したが,袋 内 との 水温 差 は2℃ 前後 であ つて 途 中 袋の破 損 で海 水の減 小 し た の
※

もあつ た。

ま た ・山 口県水産 種苗 セン ター で の培養 経 過の 概要 は,
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なお ・培養はエアレーシヨンにより通気し,10日 毎に換水・施肥した。9月 中旬若

干の芽胞体を ・そしてiO月 初旬には 肉眼的 幼芽を確認 した。

仮垂下は再び枠にまいて行い ・場所は各地の港内などの水深1～3m層 であるが,何 れ

も陸水の影響は少なく・透明度は高い。

移殖後の芽落らは急激型 と漸減型に分かれ ・その比率は略々7:3で あり,前 者は移殖

時最長:10～15㎜ の幼芽が7～10日 後には配偶体のみを残 して完全に脱落し ・後者

は生長しなが ら30日 くらいに亘つて徐々に流失した。しか しなが ら・芽落ちの二型は同

一一場所に起 り・顕微鏡観察の結果では,数+μ 以下の芽胞替の 初期の ものを除いては殆ん

ど脱落した。

その後配偶本から発芽した幼芽が生産対象となつた が,そ の数は全般静的に少なかつた。

このように芽落 ちの原因は不明であるが,結 果的には急激型の方が種苗としての回復が

早く,生 産はよかつた。急激型が その後種苗として漸減型よりも良好で あつたことは,幼

芽が脱落時に配偶体を伴 うことが 少なかつた ことにあろ うと考 え られる。

12月7日 ～11日 に亘る検鏡結果をF表 に示したが,(A)は 急激型,（B） は漸

減型の芽落ちの被害を受けた ものであ り,そ の他 はそれぞれの地区で採苗した地種である。

才1表 ワカ メ芽 胞体の 付 着 数

()内 は平均値



5顕 微 鏡観 察

仮 垂 下地 には,全 く同様 な方 法で移 殖以 前 よ り地 種 が垂 下し てあつ たカ㍉ この 地種 に は

何れ も芽 を落 す ほ どの 顕著 な 障害 は 現れ な かつ たけ れ ど も・tPhoto.2。3に 見 ら れ る

よ うな 細胞 質の 溶 出 は 局二部的 に は認 め られ た。 しか し ・:Photo.1に 見られ るよ うに 全

般 的 に 細胞 は 正常 で あつ た,

一 方 ・山 口産種 醸 まPhoｔｏ4～8の よ うに 紐胞 の 異 常が 目立 ち ・この点恵曇 産種 苗 .

と は一 見して 著 し く相 違 し てい た。 特 に,葉 体の 色沢 の 不 良と 葉 体先 端 部の 廉 欄が 目立 ち

外 観 的 に は初 夏枯 死期 前 の葉 体に類 似 して いた。

漸 減 型の芽 落 ちは50日 近 くにも及 ん だが ・12月 中旬の葉 広 は1:0c"t前 後 に 生 長 して

い たに もか か わ らず著 し く委 縮し てい て,ア サ クサ ノ リの"ち ぢ み,の 現 象に類 似 してい

た 。 しか し,長 期 に亘つ て 生長 を続 けた葉 体は,中 央部の 細胞 は 全 く健 全 で は あつ たが,

共 通 して 根董 部 に異 常 を生 じ た ものX脱 落が 早 く,障 害 の軽 度 な幼 芽 は徐 々に 回復 しな が

ら生長 し たと推 量 さ れ ・調 査 時に 枠 の上'下振動 で流 失す る幼 芽の 中 に は董 部か ら切 断 す る

もの も 見られ ブも

4.考 察

既述しにように原因の推定は出来ないが、今後の移殖や地種の発芽管理上,考 慮しなけ

ればならない問題力勃 ると思われる。

幼芽の脱落原因は ・輸送中の物理 的障害のみではなく ・移殖前後または輸送中の何 らかゼ

め生理障害により生 じた根茎部細胞の異常が直接原因に なつたと考える。10月 中～ 下旬

に〃海出 し"し た地種が多少の細胞異常をきたしながらも健全な生長をみたことや,脱 落

後配偶体から発芽した幼芽もあつ たことタ どが ら,水 槽培養の欠陥,ま たは輸送中の生理

障害 ・さらには環境変化に対する適応性などが考えられる。

一般に ワカメ種苗の移 殖は繊維状根の形成されない1ent前後 のときは不適当で ・それ以

前の肉眼的な芽になる前後の時代か,ま たは数㎝以上に伸びた方が安全とされてい るよう

だが,こ れは主として物理的脱落による障害防止のにめであろう。本県にみられた幼芽の

障害は生理障害によると思われるので・幼芽の生長過程による環境変化に対する適応性の

追求か,こ の原因が移殖前の培養条件の欠陥によつたものか ・あるいは輸送中の生理障害

かを明らかにするために必要であろう。このことは ワカメ種苗を沖出し時期を考慮しなが

ら培養してゆく上において,重 要視されなければならない問題と考える。
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